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最高地点
標高1215ｍ

非常口取付
標高1210ｍ 導水路取付

標高1132ｍ

標高1120ｍ

標高1350ｍ

標高1540ｍ

非常口取付
標高1090ｍ

県境位置
標高975ｍ
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中央新幹線関係施設の位置関係と大井川水系の水資源への影響

トンネル内の湧水量は非公開

対策をしない場合：トンネル建設に伴う大井川の減少流量 約２m3/秒（ＪＲ東海推定）

導水路取付より上部のトンネル湧水

導水路取付より下部のトンネル湧水の内、ポンプ
アップしない水は全て山梨県側に流れる

※本坑、先進坑の工事中はトンネル湧水は全量ポンプアップ等で大井川に流す

ポンプアップしない湧水は県外へ流出

導水路トンネルから自然流下で
流す 1.3m3/秒

必要に応じてポンプアップ
して導水路トンネル等から
流す 0.7m3/秒

湧水の内、一部の水はポンプ
アップして西俣非常口から流す

導水路取付より下部のトンネル湧水



大井川流量減少の影響と知事意見

大井川の利水は、井川ダムと畑薙第一ダムを水源としているが、
両ダムは年間を通じて満水になることはほとんどない。

大井川の流量が減少すると、節水対策の実施頻度や期間を増加
させる。
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○トンネル湧水の全量を恒久的かつ確実

に大井川に戻すことの早期表明

○大井川下流利水者との流量減少対策に

関する基本協定締結

中央新幹線事後調査報告書に関する
知事意見（平成29年4月3日）

流域住民に
大きな影響

流域住民に
大きな影響

※試算：流量が0.7 m3/s（ＪＲ東海予測値）減少した場合。

〔節水対策の実績日数と試算日数の比較〕

節水対策日数が約２倍に増加。


